
１１月２０日現在

分　類 主　な　ご　意　見

中核病院づくりは待ったなしの問題であり、早く進めてほしい。

医療が充実していれば、多くの人が安心して暮らすことができ、まちおこしにつながる。

医師・看護師等の確保も大事だが、質の高い医療を提供できる病院になってほしい。

交通アクセスを含め、利用しやすい環境を検討してほしい。

日で複数科の受診ができたり、市外での入院治療が終わった後に連携して地元で診てもらえたりする

といい。

がんの手術や治療のために市外の病院を受診しており、患者の負担が大きい。特に放射線治療や入院

できる緩和ケア病床をつくってほしい。

市外で受けている専門的な医療（高度な医療）が萩市でも受けられるようにしてほしい。

のバランスを。

術後ケア、リハビリの面でも市内でしっかり対応できるよう充実を。

専門医不足やへき地医療には、何でも診てくれる総合診療専門医が必要では。

統合後は当面２病院のまま運営すると聞くが、現在、両病院とも行っている診療科目（外科や内科

等）について、統合後、どう対応するか等整理をお願いしたい。

周産期・小児医療は堅持してほしい。「市内に産科・小児科が無いと萩に住めない」という人が出る

かもしれない。

都志見病院に産科がなくなった後、なかむらレディースだけで対応できるのか不安。

総合病院で出産できると安心。院内に産科と小児科が一緒にあれば便利。

出産できる病院が市内に複数あり、選択肢がある方がよい。

不妊治療の進んだ治療は市外に行かなければならず、市内でできればいい。不妊治療制度の充実を。

紹介や退院後のケア等、かかりつけ医、中核病院、大学病院等がしっかり連携してほしい。

リモート診療の導入等、専門医がいなくても様々な診療が受けられるよう検討してほしい。

若い医師の確保が大事。山口大学や自治医科大学とも連携し、医師を確保してほしい。

魅力ある病院でなければ若い医師は来ない。医療の充実を図ってほしい。

ただ単に２つの病院が統合するのではなく、人材も充実させ、より良い病院にしてほしい。

せてほしい。都志見病院の医師が流出してしまってはもったいない。

企業形態の異なる病院同士を一つにできるのか。

将来人口減となる中で財政面も考えなければ、病院が出来ても続かないのではないか。

赤字を垂れ流さないようにやってもらいたい。

としてかかってくるのでは。

が提供されるのか、どんな安心感を得られるのか分かりにくい。

病院の統合について

経営・財政について

広報について

市民の皆さまからの主なご意見

中核病院づくりにつ

いて（全般）

診療科目・医療機能

について

（産科・小児科につ

いて）

診療所や他圏域との

連携について

医師の確保について



萩市民病院及び都志見病院の職員からの質問や意見等 

R2.11.20 現在 

・職員の雇用（採用）に関すること 

・給与や勤務形態など処遇に関すること（両病院間の給与水準の扱いなど） 

・退職金の扱い、定年に関すること 

・非常勤職員の雇用に関すること 

・医療従事者の確保に関すること（統合により医師を充足できるかの懸念） 

・准看護師として働きながら看護学校に通い正看護師資格を得る、現在の都志見病院の

取組の継続に関する要望（地域の看護師人材確保のための准看護師の雇用） 

・相手方の職員と一緒に仕事をすることへの不安、不満 

・統合時期に関すること 

・統合後の施設の集約や活用に関すること 

・経営形態（地方独立行政法人化）に関すること 

・統合後の経営状況の面での不安、将来経営見通しに関すること 

・不採算医療（政策医療）に対する萩市からの負担金（繰入）に関すること 

・都志見病院の負債に関すること 

 

・電子カルテの導入やアウトソーシングに関すること 

・救急医療体制に関すること 

・コロナの影響等での検討スケジュールの延長に関すること 

・市民病院職員は統合に対して不安に感じている者が多い。職員の理解や納得を得るよ

う、十分な説明と準備期間を持つよう要望 


